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は
じ
め
に

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
、
神
奈
川
大
学
創
立
者
で
当

時
理
事
長
・
学
長
で
あ
っ
た
米
田
吉
盛
は
「
神
奈
川
大
学
整
備

拡
充
計
画
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
計
画
は
そ
の
後
「
神
奈
川
大

学
総
合
計
画
」
と
し
て
具
体
化
し
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
十

四
）
に
完
了
し
た
。

そ
こ
か
ら
本
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
に
い
た
る
半
世
紀
の

間
に
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
に
始
ま
る
横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
再
開
発
計
画
な
ど
に
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
の
姿
は
変
化
を
続

け
、
ま
さ
に
現
在
、
み
な
と
み
ら
い
地
区
に
新
し
い
キ
ャ
ン
パ

ス
も
建
設
中
で
あ
る
（
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
二

一
年
四
月
開
設
）。

神
奈
川
大
学
が
未
来
へ
向
け
て
さ
ら
に
大
き
く
舵
を
切
ろ
う

と
す
る
い
ま
、
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
で
は
、
総
合
計
画
に

よ
る
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築
群
を
振
り
返
り
、
そ
こ
で
過
ご

し
た
日
々
の
記
憶
を
た
ぐ
り
よ
せ
る
特
集
展
示
を
お
こ
な
う
こ

と
と
し
た
。
展
示
期
間
は
二
〇
一
九
年
十
月
一
日
（
火
）
か
ら

十
一
月
三
十
日
（
土
）
ま
で
、
場
所
は
例
年
ど
お
り
横
浜
キ
ャ

ン
パ
ス
三
号
館
展
示
ホ
ー
ル
の
展
示
室
内
お
よ
び
同
吹
抜
側
壁

面
を
用
い
た
。
本
稿
は
そ
の
展
示
報
告
で
あ
る
。　

一
、「
神
奈
川
大
学
総
合
計
画
」
の
概
要

神
奈
川
大
学
は
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
に
そ
の
前

身
で
あ
る
横
浜
専
門
学
校
か
ら
大
学
へ
の
昇
格
を
果
た
し
た
。

こ
れ
に
続
い
て
米
田
は
、
新
し
い
大
学
に
相
応
し
い
施
設
の
整

備
拡
充
を
め
ざ
し
、「
神
奈
川
大
学
整
備
拡
充
計
画
」
を
発
表

し
た
（『
神
奈
川
大
学
通
信
』
第
九
号
、
一
九
五
二
年
七
月
三

十
日
付
）。
こ
こ
で
は
総
工
費
五
億
円
の
六
か
年
計
画
で
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
三
千
坪
お
よ
び
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
展
示
報
告
】大

学
史
特
集
展
示
「
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
記
憶

　
　
　

―
―
「
神
奈
川
大
学
総
合
計
画
」
完
了
か
ら
半
世
紀
」
に
つ
い
て

大　

坪　

潤　

子
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と
い
う
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
横
浜
専
門
学
校
時
代
の
建

物
は
大
講
堂
を
残
し
て
他
を
一
掃
し
、
現
在
の
東
門
を
入
っ
た

と
こ
ろ
に
大
き
な
広
場
を
設
け
、
南
北
方
向
に
伸
び
る
校
舎
を

正
面
に
三
棟
配
す
る
、
と
い
っ
た
具
体
的
な
鳥
瞰
図
も
示
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
翌
年
、「
当
初
の
設
計
に
適
当
で
な
い
部
分

と
認
め
ら
れ
る
部
分
が
あ
り
こ
れ
を
再
検
討
す
る
必
要
が
生
じ

た
の
と
且
つ
新
ら
し
い
時
代
の
大
学
の
た
め
に
」（『
神
奈
川
大

学
通
信
』
第
十
三
号
、
一
九
五
三
年
十
二
月
二
十
五
日
付
）、

新
た
に
設
計
競
技
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
設
計
競
技
で
は
、
山
口
文
象
（
Ｒ
Ｉ
Ａ
建
築
綜
合
研
究

所
）、
久
米
権
九
郎
（
久
米
建
築
事
務
所
）、
吉
原
慎
一
郎
（
創

和
建
築
設
計
事
務
所
）
の
三
者
に
基
本
設
計
が
依
頼
さ
れ
、
山

口
（
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
に
よ
る
「
神
奈
川
大
学
総
合
計
画
案
」
が
採
用

さ
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。

こ
の
総
合
計
画
は
、
ま
ず
第
一
期
工
事
と
し
て
一
九
五
五

（
昭
和
三
十
）
年
三
月
の
旧
三
号
館
竣
工
で
形
を
と
り
始
め
た
。

旧
三
号
館
は
本
学
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
四
階
建
（
一

部
五
階
建
）、
収
容
定
員
は
三
六
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
高

い
天
井
窓
の
講
義
室
群
の
ほ
か
、
北
側
に
突
出
し
た
吹
抜
け
の

特
別
講
義
室
や
屋
上
の
サ
ン
ル
ー
ム
を
備
え
て
い
た
。

竣
工
直
後
の
『
神
奈
川
大
学
通
信
』
第
十
九
号
（
一
九
五
五

年
三
月
三
十
一
日
付
）
に
は
、
こ
の
他
に
「
全
館
蛍
光
照
明
」、

「
大
面
積
の
採
光
窓
」、
波
形
に
曲
折
し
圧
迫
感
の
な
い
天
井
、

「
夜
間
学
生
に
は
福
音
」
と
な
る
見
易
い
曲
面
黒
板
と
局
所
照

明
、「
手
洗
器
を
使
う
と
直
ち
に
水
洗
タ
ン
ク
の
水
が
自
動
的

に
放
出
さ
れ
る
特
許
装
置
」
が
備
わ
っ
た
便
所
、
等
々
の
特
長

が
誇
ら
し
げ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
卒
業
生
に
よ
れ
ば
、

講
義
（
一
般
教
養
）
に
加
え
て
、
入
口
附
近
に
掲
示
板
が
あ
っ

写真１「神奈川大学総合計画案　決定案」『国際建築』

（美術出版社、1954年3月号）
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た
こ
と
で
、
学
部
や
昼
夜
を
問
わ
ず
大
半
の
学
生
は
こ
の
旧
三

号
館
を
頻
繁
に
訪
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旧
三
号
館

は
ま
さ
に
新
し
い
大
学
を
象
徴
す
る
校
舎
で
あ
っ
た
が
、
横
浜

キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
計
画
に
よ
る
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
の

減
築
を
経
て
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
に
解
体
さ
れ
た
。

こ
の
旧
三
号
館
竣
工
目
前
の
一
九
五
五
年
一
月
、
一
九
五
一

（
昭
和
二
十
六
）
年
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
工
学
研
究
棟
（
第

五
校
舎
）
が
出
火
に
よ
り
全
焼
し
て
し
ま
う
。
工
学
研
究
棟
は

戦
後
の
物
資
難
の
中
、
国
か
ら
の
戦
災
復
旧
貸
付
金
を
得
て
よ

う
や
く
建
設
さ
れ
た
校
舎
で
、
内
部
の
設
備
や
資
料
も
教
職
員

が
懸
命
に
整
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
焼
失
は
大
き
な
打
撃

で
は
あ
っ
た
が
、
旧
三
号
館
の
次
に
予
定
さ
れ
て
い
た
本
館
の

建
設
を
延
期
し
て
急
遽
五
号
館
の
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
（
一
九
五
六
年
十
一
月
竣
工
、
工
学
部
研
究
室
棟

と
し
て
現
存
）。

一
方
、
高
度
経
済
成
長
期
に
大
学
進
学
率
が
上
昇
、
大
学
生

の
数
が
激
増
し
、
神
奈
川
大
学
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

増
加
し
た
入
寮
希
望
者
に
応
え
る
た
め
、
一
九
五
七
（
昭
和
三

十
二
）
年
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
（
現
在
の
二
十
号
館
の
位
置
）

に
新
し
い
男
子
学
生
寮
「
宮
面
寮
」（
Ａ
・
Ｂ
寮
）
が
建
て
ら

れ
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
で
計
三
二
〇
名
を
収
容

で
き
、
採
光
調
整
の
た
め
特
徴
的
な
開
口
部
を
も
っ
て
い
た
。

寮
は
学
生
に
よ
る
自
治
寮
と
し
て
運
営
さ
れ
、
寮
祭
で
の
仮
装

や
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
な
ど
は
盛
大
な
賑
い
を
み
せ
た
と
い

う
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
は
学
生
運
動
の
拠
点
に
も
な

り
、
一
部
の
学
生
に
よ
る
占
拠
や
暴
力
事
件
に
よ
り
、
後
に
建

て
ら
れ
た
Ｃ
寮
や
女
子
寮
と
共
に
廃
寮
と
な
る
。

以
降
、
六
号
館
（
旧
図
書
館
、
一
九
五
八
年
竣
工
、
現
存
）、

旧
一
号
館
（
本
館
、
一
九
五
九
年
竣
工
、
一
九
九
九
年
解
体
）、

そ
し
て
四
号
館
（
工
学
部
実
験
実
習
棟
、
一
九
六
二
年
竣
工
、

二
〇
一
二
年
解
体
）
が
完
成
し
、第
一
期
工
事
は
完
了
と
な
っ
た
。

続
く
第
二
期
工
事
は
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
竣
工
の

七
号
館
（
現
存
）
に
始
ま
っ
た
。
し
か
し
首
都
圏
整
備
法
の
改

正
に
よ
り
建
築
工
事
を
一
定
期
限
内
に
終
了
せ
ざ
る
を
得
ず
、

当
初
平
行
に
配
置
す
る
計
画
で
あ
っ
た
七
～
十
号
館
は
中
庭
を

囲
む
形
に
大
き
く
変
更
さ
れ
た
。
食
堂
を
備
え
た
十
号
館
と
そ

れ
に
中
庭
を
挟
ん
で
向
か
い
合
う
八
号
館
（
共
に
一
九
六
五

年
竣
工
、
現
存
）、
大
学
院
校
舎
と
し
て
建
て
ら
れ
た
九
号
館

（
一
九
六
六
年
竣
工
、
現
存
）、
十
一
号
館
・
十
二
号
館
・
体
育

館
で
あ
る
十
三
号
館
（
一
九
六
七
年
竣
工
、
現
存
）
と
続
き
、

一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
一
月
の
旧
二
号
館
（
大
講
堂
、

一
九
九
九
年
解
体
）
を
も
っ
て
神
奈
川
大
学
総
合
計
画
は
完
了
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し
た
（
表
１
・
関
連
年
表
参
照
）。

こ
れ
ら
の
総
合
建
築
は
、
優
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
し
て

高
い
評
価
を
得
、
ま
た
、
日
々
少
な
か
ら
ぬ
時
間
を
キ
ャ
ン
パ
ス

で
過
ご
す
学
生
や
教
職
員
の
日
常
の
一
部
と
な
っ
て
い
っ
た
。

二
、
総
合
計
画
と
記
憶
を
た
ど
る
資
料
と
展
示

本
展
示
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
前
述
の
よ
う
に
神
奈
川
大
学
総

合
計
画
の
概
要
を
た
ど
る
必
要
が
あ
っ
た
。
総
合
計
画
に
関
し

て
は
、『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』（
一
九
八
二
年
）
で
は
総

合
計
画
の
前
段
階
の
「
神
奈
川
大
学
整
備
拡
充
計
画
」
の
第
一

歩
と
し
て
旧
三
号
館
建
設
に
つ
い
て
記
し
（
一
九
三
―
一
九
四

頁
）、
さ
ら
に
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
の
四
号
館
着
工

か
ら
大
講
堂
の
竣
工
ま
で
を
「
施
設
拡
充
計
画
」
の
実
施
と
し

て
い
る
（
二
〇
五
―
二
〇
六
頁
）。
た
だ
し
そ
の
内
容
は
限
定

的
で
あ
る
た
め
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
計
画
が
発
表
さ
れ
そ
の
後

の
進
捗
も
伝
え
ら
れ
た
『
神
奈
川
大
学
通
信
』
や
『
神
奈
川
大

学
報
』、『
神
奈
川
大
学
史
資
料
集
』
に
も
所
収
の
会
議
資
料
、
ま

た
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
神
奈
川
大
学
工
学
部
建
築
学
科
創
設

50
周
年
記
念
誌
』（
二
〇
一
四
年
）
と
い
っ
た
文
献
資
料
に
よ
り

年
表
を
作
成
し
、
基
本
的
な
流
れ
を
お
さ
え
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
建
築
設
計
に
つ
い

写真２　神奈川大学総合計画完了時の鳥瞰図（1969年か）
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て
は
、
資
料
編
纂
室
が
施
設
課
か
ら
二
〇
一
六
（
平
成
二
十

八
）
年
七
月
に
受
入
れ
た
大
量
の
図
面
群
を
整
理
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
ま
ず
総
合
計
画
以
外
も
含
め
た
建
物
別
に
凡
そ
の
整

理
・
分
類
を
行
い
、
紙
面
の
汚
れ
を
払
い
、
必
要
に
応
じ
て
解

綴
し
曲
が
り
や
折
れ
を
直
し
つ
つ
一
枚
ず
つ
Ｉ
Ｄ
を
振
り
図
面

の
内
容
を
登
録
し
て
い
っ
た
。
作
業
は
予
想
以
上
に
時
間
を
要

し
、
現
時
点
で
ま
だ
完
了
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
既
に
横
浜

専
門
学
校
期
や
大
学
昇
格
時
の
書
類
や
図
面
と
い
っ
た
貴
重
な

資
料
が
確
認
さ
れ
、
な
お
か
つ
総
合
計
画
に
関
わ
る
各
号
館
の

図
面
の
大
半
は
登
録
が
済
ん
だ
。
今
回
の
展
示
に
あ
た
っ
て

は
、
総
合
計
画
実
施
に
お
け
る
設
計
者
か
ら
の
提
出
図
面
な

ど
、
有
効
な
資
料
を
選
び
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
登
録

作
業
の
完
了
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
検
討
が
課
題
で
あ
る
。

展
示
で
は
、
展
示
室
に
入
っ
て
す
ぐ
の
ス
ペ
ー
ス
に
特
集
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
（
写
真
３
）。
こ
こ
に
は
ま
ず
、
総
合

計
画
全
体
を
鳥
瞰
し
た
Ａ
０
サ
イ
ズ
の
水
彩
画
、
竣
工
前
後
に

製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
建
築
模
型
を
配
し
た
。

水
彩
画
は
近
年
資
料
編
纂
室
内
で
確
認
さ
れ
た
も
の
で
、
過

去
の
刊
行
物
で
モ
ノ
ク
ロ
図
版
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の

の
原
本
で
あ
る
。
鮮
や
か
な
色
を
保
っ
て
い
た
が
、
強
く
折
り

た
た
ま
れ
て
い
た
た
め
に
中
央
に
亀
裂
が
あ
り
、
応
急
処
置
と

し
て
注
意
深
く
平
滑
化
（
フ
ラ
ッ
ト
ニ
ン
グ
）
を
施
し
た
上
で

額
装
し
た
。

模
型
は
、
現
在
で
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
石
膏
製

写真３　展示室内
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で
、
専
門
の
会
社
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
が
被
せ

て
あ
る
も
の
の
汚
損
や
細
か
い
パ
ー
ツ
の
欠
損
が
あ
り
、
可
能

な
限
り
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
修
復
を
施
し
て
展
示
し
た
（
写
真
４
）。

ま
た
、
本
計
画
が
紹
介
さ
れ
た
建
築
雑
誌
、
校
舎
が
写
っ
た

絵
葉
書
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
俯
瞰
図
を
か
た
ど
っ
た
卒
業
記
念
品

（
文
鎮
）、
講
堂
で
使
わ
れ
た
鍵
な
ど
を
、
日
本
常
民
文
化
研
究

所
か
ら
展
示
ケ
ー
ス
二
台
を
借
用
し
て
展
示
し
た
（
表
２
・
展

示
資
料
一
覧
参
照
）。

写真４　旧１号館・旧３号館模型

写真５　吹抜側展示（部分）
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吹
抜
側
壁
面
の
展
示
は
、
十
列
で
各
上
下
二
段
の
吊
下
げ
ス

タ
イ
ル
と
し
た
（
写
真
５
）。
下
段
を
Ａ
１
サ
イ
ズ
の
パ
ネ
ル

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
年
順
に
校
舎
な
ど
の
建
物
写
真
や
新
聞

記
事
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ス
ナ
ッ
プ
や
鳥
瞰
写
真
な
ど
を
九
枚

か
ら
二
十
枚
ず
つ
配
し
、
解
説
を
記
し
た
。
こ
こ
で
は
、
二
〇

一
八
（
平
成
三
〇
）
年
に
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
ば

か
り
の
元
本
学
職
員
・
酒
井
満
氏
撮
影
の
鮮
明
な
写
真
群
が
非

常
に
役
立
っ
た
。
パ
ネ
ル
で
利
用
し
た
も
の
以
外
に
も
、
工
事

中
の
校
舎
や
人
物
の
写
真
な
ど
、
そ
の
時
、
そ
の
立
場
で
な
け

れ
ば
記
録
で
き
な
い
情
報
に
溢
れ
た
資
料
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
上
段
に
は
、
下
段
で
示
し
た
校
舎
の
設
計
図
面

を
一
枚
な
い
し
二
枚
ず
つ
簡
易
な
額
に
入
れ
て
展
示
し
た
。
こ

れ
ら
は
原
資
料
（
実
物
）
で
、
特
に
青
図
や
青
焼
き
図
面
は
光

に
弱
く
長
時
間
の
展
示
に
よ
り
褪
色
の
お
そ
れ
が
高
い
た
め
、

上
段
は
約
半
期
（
一
か
月
）
で
全
て
展
示
替
え
を
お
こ
な
っ
た
。

本
展
示
で
は
、
で
き
る
だ
け
広
い
層
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

う
た
め
、
建
築
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
敢
え
て
積
極
的
に
は
と
ら

ず
、
学
生
や
教
職
員
が
過
ご
し
た
空
間
と
し
て
の
横
浜
キ
ャ
ン

パ
ス
の
記
憶
を
た
ど
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
資
料

編
纂
室
が
収
集
し
た
資
料
だ
け
で
は
そ
れ
が
不
充
分
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
展
示
期
間
中
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
例
年

卒
業
生
が
多
く
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
機
に
キ
ャ
ン
パ
ス

に
ま
つ
わ
る
記
憶

―
想
い
出
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

―
を
新
た
に

収
集
し
、
同
時
に
公
開
し
て
、
現
役
の
利
用
者
も
含
め
、
展
示

室
が
記
憶
の
交
感
の
場
と
も
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
そ
の
一

つ
の
仕
掛
け
と
し
て
、
展
示
室
内
に
「M

y M
em

ories

」
と

小
さ
く
印
刷
し
た
10
㎝
角
の
カ
ー
ド
と
鉛
筆
を
設
置
し
、
記
入

日
、
入
学
ま
た
は
就
職
年
の
ほ
か
は
無
記
名
で
の
記
入
を
呼
び

か
け
た
。
記
入
後
は
カ
ー
ド
裏
面
に
付
け
た
両
面
テ
ー
プ
を
使

い
、
吹
抜
側
展
示
壁
面
の
余
白
に
各
自
が
自
由
に
貼
れ
る
よ
う

に
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
十
月
十
三
日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
お

り
か
ら
の
台
風
十
九
号
の
影
響
に
よ
り
急
遽
開
催
中
止
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
展
示
期
間
中
に
貼
ら
れ
た
カ
ー
ド
は
、

ほ
ぼ
現
役
職
員
に
よ
る
七
枚
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
焦
点
を
当
て
す
ぎ
、
そ
の
前
後
の
来
場
者
へ

の
呼
び
か
け
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
の
大
き
な
反
省
に
も
な
っ

た
。
た
だ
、
こ
の
七
枚
に
地
域
の
方
か
ら
の
一
枚
が
含
ま
れ
て

い
た
の
は
嬉
し
い
想
定
外
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ド
に
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
の
眺
望
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の

記
憶
は
、
そ
の
敷
地
内
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
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お
わ
り
に

資
料
編
纂
室
で
は
、
資
料
受
贈
や
こ
れ
ま
で
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
の
折
に
卒
業
生
と
話
を
す
る
中
で
、
〝キ
ャ
ン
パ
ス

が
様
変
わ
り
し
て
母
校
で
は
な
い
よ
う
だ
〟、
〝自
分
が
い
た
こ
ろ

を
思
い
出
す
の
は
六
号
館
（
旧
図
書
館
）
く
ら
い
で
、
あ
れ
を
見

る
と
ほ
っ
と
す
る
〟
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の

記
憶
の
拠
り
所
な
の
だ
と
強
く
感
じ
る
発
言
に
し
ば
し
ば
接
し
て

い
た
。
今
回
の
展
示
は
、
そ
う
し
た
卒
業
生
の
思
い
を
少
し
で
も

受
け
止
め
、
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
惑
も
あ
っ
た

が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
点
は
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
肝
心
の
総
合
計
画
に
つ
い
て
も
、
十
分
に
全
体
を
把

握
で
き
た
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
建
物
の
「
竣
工
」
に
つ
い

て
も
、
建
設
の
ど
の
時
点
を
「
竣
工
」
と
す
る
か
、
基
準
が
曖

昧
で
資
料
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
年
表
を
作
る
だ

け
で
も
難
航
し
た
。

た
だ
、
今
回
の
展
示
準
備
や
そ
れ
に
並
行
し
て
進
め
た
『
神

奈
川
大
学
90
年
の
あ
ゆ
み
』
編
集
の
た
め
の
資
料
調
査
に
よ

り
、
埋
も
れ
て
い
た
数
々
の
資
料
を
確
認
し
読
み
解
く
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
一
つ
の
収
穫
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
横
浜

専
門
学
校
の
富
士
塚
（
境
之
谷
）
校
舎
の
一
部
が
六
角
橋
に
移

築
さ
れ
、
事
務
室
、
さ
ら
に
は
物
理
実
験
室
な
ど
と
し
て
使
用

さ
れ
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
津
田
良
樹
「
横
浜
専
門
学

校
か
ら
神
奈
川
大
学
に
至
る
校
地
・
校
舎
の
変
遷
」
十
五
頁
、

『
神
奈
川
大
学
史
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）。
注
意

し
て
資
料
に
あ
た
る
と
、
こ
の
建
物
が
写
る
写
真
は
意
外
に
多

く
、
高
層
化
し
て
い
く
キ
ャ
ン
パ
ス
の
谷
間
で
、
お
そ
ら
く
四
号

館
（
一
九
六
二
年
竣
工
）
が
着
工
す
る
頃
ま
で
、
旧
三
号
館
の

西
に
ひ
っ
そ
り
と
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
期
間
で

は
あ
る
が
富
士
塚
で
過
ご
し
た
横
浜
専
門
学
校
生
に
と
っ
て
は
、

ど
の
よ
う
な
記
憶
を
呼
び
覚
ま
す
建
物
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、『
神
奈
川
大
学
90
年
の
あ
ゆ
み
』
に
お
い
て
「
キ
ャ

ン
パ
ス
の
変
遷
」
部
分
を
執
筆
さ
れ
、
展
示
に
あ
た
り
総
合
計

画
（
拡
充
計
画
）
を
た
ど
る
上
で
欠
か
せ
な
い
文
献
と
し
て
く

だ
さ
っ
た
建
築
学
科
の
内
田
青
蔵
先
生
と
、
図
面
の
整
理
・
登

録
作
業
に
あ
た
り
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
下
さ
っ
た
国
立
近
現

代
建
築
資
料
館
（
当
時
）
の
海
老
名
熱
実
様
、
こ
れ
ま
で
地
道

な
整
理
作
業
に
あ
た
っ
た
建
築
学
科
学
生
（
卒
業
・
修
了
生
含

む
）
の
石
原
丈
さ
ん
、
李
勇
太
さ
ん
、
佐
藤
正
樹
さ
ん
、
野
々

村
明
佳
里
さ
ん
、
図
面
整
理
と
建
築
模
型
の
修
復
を
担
っ
て
く

れ
た
下
山
美
月
さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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大学史特集展示「横浜キャンパスの記憶」関連年表
西暦 和暦 月 事 項
1949 昭和24 4 神奈川大学設置（横浜専門学校からの昇格）

1952 昭和27 7 神奈川大学整備拡充計画発表。６か年計画で総工費５億円

1953 昭和28 12

10月に第一期着工予定だった整備拡充計画を再検討。「設計原案に無駄があった
ので設計のやりなおしのため遅延した。本年度中に着手の筈。学生にこの旨掲示
のこと」（10月24日教授会）
新たに山口文象（RIA 建築綜合研究所）、久米権九郎（久米建築事務所）、吉原慎
一郎（創和建築設計事務所）の三者に基本設計を依頼、この中から RIA の「神奈
川大学総合計画案」が選ばれる

1954 昭和29 3 RIA 綜合建築研究所による実施設計が完了。第一期計画として旧１号館（本館）
と旧３号館を予定

5 旧３号館着工

1955 昭和30 1 工学部研究棟（1951年5月竣工）全焼

3 旧３号館竣工　本学初の鉄筋コンクリート建築、地上4階（一部5階）。31日の卒
業式当日に松村文部大臣を招いて落成式を行う　　

1956 昭和31 10 旧５号館（工学研究棟）竣工　

1957 昭和32 4 男子寮（宮面寮）A、B 寮竣工　

11 旧３号館に講堂増築

1958 昭和33 4 ６号館（図書館、現・情報教育施設）竣工
1959 昭和34 11 旧１号館（本館）竣工。地下に学生相談室が常設される
1960 昭和35 4 　旧３号館屋上にチャイム・ベルが設置される

9 　正門内側に公衆電話ボックスが設置される
1961 昭和36 10 施設拡充計画案作成。1966年の大学院開設、1970年の施設拡充完了をめざす
1962 昭和37 11 ４号館（工学部実験実習棟）竣工、第一期拡充計画完了。総合グラウンド公開
1963 昭和38 8 ７号館着工、第二期拡充計画開始。急ピッチで建設が進められる
1964 昭和39 3 男子寮（宮面寮）C 寮竣工

9 ７号館竣工
1965 昭和40 8 10号館竣工

10 ８号館竣工
1966 昭和41 6 ９号館竣工
1967 昭和42 1 11号館竣工

3 13号館（体育館）竣工
4 女子寮竣工
6 初代（1932年竣工）大講堂解体、12号館（建築学科総合実験所）竣工

1968 昭和43 11 旧２号館（大講堂）竣工
1969 昭和44 1 旧２号館（大講堂）完成（公開）、神奈川大学総合計画完了
1980 昭和55 7 15号館（現図書館）竣工、11月開館
1981 昭和56 11 男子寮および女子寮廃止

1999 平成11 6 横浜キャンパス再開発計画（1998~2002）に伴い、旧１号館・２号館解体、旧３
号館および４号館減築

2012 平成24 3 旧３号館、４号館解体
※�「竣工」の定義が落成式や引渡し日などの可能性もあり統一されないため、典拠資料により前後一か月

ほど差が生じる場合があります。ここでは原則として大学新聞などで「竣工」と報じられた時期を採用
し、時期に大きく開きがある場合は竣工と完成や公開の両方を記しています。

参考文献 『神奈川大学史資料集』、『神奈川大学通信』、『神奈川大学報』、『神奈川大学五十年小史』（1982）、
『神奈川大学工学部建築学科創設50周年記念誌』（2014）、『神奈川大学90年のあゆみ』（2019）

表
１
・
関
連
年
表

キャンパス計画案（1964）

6号館、5号館（右）
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大学史特集展示「横浜キャンパスの記憶」展示資料一覧

展示位置 タイトル 作成年
（前 / 後期） 作成者

ケース１ 神奈川大学　KANAGAWA UNIVERSITY（絵葉書） 1957年か （神奈川大学）
ケース１ 新装の神奈川大学（絵葉書） 1964年か （神奈川大学）
ケース１ 図書館落成記念（絵葉書） 1958年 神奈川大学

ケース１ 『国際建築』第21巻第3号（1954年3月1日） 1954年 編集：国際建築協会、
発行：美術出版社

ケース１ 神奈川大学図書館立面図 1957年か RIA 建築綜合研究所

ケース２ 『アール・アイ・エー建築綜合研究所 【30周年記念】』 1983年
株式会社アール・
アイ・エー建築
綜合研究所

ケース２ 旧2号館（大講堂）の鍵 1968年か 不明
ケース２ 1963（昭和38）年度卒業記念文鎮 1964年か 神奈川大学
ケース２ 1964（昭和39）年度卒業記念文鎮 1965年か 神奈川大学
ケース２ 1965（昭和40）年度卒業記念文鎮 1966年か 神奈川大学
ケース２ 神奈川大学記念講堂新築完成図（簿冊） 1968年 関工務店
ケース２ 神奈川大学記念講堂新築屋外竣工図（簿冊） 1968年か 関工務店
ケース２ 「21世紀の神奈川大学　横浜キャンパス再開発計画」 1998年 神奈川大学
展示室壁1 タイトル・概要
展示室壁2 （水彩画）神奈川大学総合計画完了時の鳥瞰図 1969年か 不明
展示室壁3 年表

展示室内入口付近 旧1号館（本館）、旧3号館石膏模型 1955年頃 株式会社植野石
膏模型製作所

展示室内入口付近 5号館石膏模型 1956年頃 彫美社

展示室内入口付近 6号館石膏模型 1958年頃 株式会社植野石
膏模型製作所

吹抜壁１上フレーム〔前期〕旧３号館Ｒ・４階梁伏図／
〔後期〕旧３号館３・２階梁伏図 1954.3.10 建築綜合研究所

吹抜壁２上フレーム〔前期〕５号館原設計案 配置図、立面図／
〔後期〕５号館原設計案 「メインイリクチ」 1955.10.31 ria 建築綜合研究所

吹抜壁３上フレーム〔前期〕宮面寮平面、給排、暖、配管系統図／
〔後期〕神奈川大学学生寮平面図 不明 RIA 建築綜合研

究所

吹抜壁４上フレーム〔前期〕神奈川大学図書館新築工事　２階平面図／
〔後期〕神奈川大学図書館 RIA　１階平面図、E 立面図 1979年 / 不明 RIA 建築綜合研究

所／山口瀧蔵・RIA
吹抜壁５上フレーム〔前期〕旧本館建具詳細図／〔後期〕旧本館立面図 1968.7/1968か RIA か
吹抜壁６上フレーム〔前期〕４号館詳細図／〔後期〕４号館立面図 不明 RIA・山口文象

吹抜壁７上フレーム 〔前期〕神奈川大学寄宿寮（C 寮）基本設計図／
〔後期〕神奈川大学学生寮（A・B 寮）設備平面図 不明 RIA か

吹抜壁８上フレーム〔前期〕８号館６階平面図／
〔後期〕10号館、8号館申請時校舎配置図 不明 不明／山口瀧蔵

吹抜壁９上フレーム〔前期〕11号館立面図／〔後期〕神奈川大学11号館立面図 1966年か ria 建築綜合研究所

吹抜壁10上フレーム〔前期〕神奈川大学講堂新築工事面積表　1階・2階／
〔後期〕大講堂断面図 1967.7.17 ria 建築綜合研究所

吹抜壁１下パネル 旧３号館（1955～2012）
吹抜壁２下パネル ５号館（1956～現存）
吹抜壁３下パネル 宮面寮（A,B 寮）（1957～1981）
吹抜壁４下パネル ６号館（1958～現存）
吹抜壁５下パネル 旧本館（1959～1999）
吹抜壁６下パネル ４号館（1962～2012）
吹抜壁７下パネル 宮面寮（C 寮）（1964～1981）、７号館（1964～現存）
吹抜壁８下パネル 10号館・８号館（1965～現存）

吹抜壁９下パネル ９号館（1966～現存）、11号館・体育館（1967～現存）、
12号館・13号館（1967～現存）

吹抜壁10下パネル 旧２号館（大講堂）（1969～1999）

表
２
・
展
示
資
料
一
覧


	05 大学史特集展示「横浜キャンパスの記憶 －「神奈川大学総合計画」完了から半世紀」について
	06 表１・関連年表　表２・展示資料一覧



